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2022年度 横浜市PTA連絡協議会 役員・会計監査
副会長

藤崎　健児
　小学校長会 
　杉田小学校長

鈴木　薫
　中学校長会
　篠原中学校長

　
６
月
16
日
、
感
染
症
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
会
場
開
催
と
し
て
は

３
年
ぶ
り
に
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
多

用
の
と
こ
ろ
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
議
案
は
す
べ
て
原
案
通

り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
事
】

２
０
２
１
年
度

　
事
業
報
告　
会
計
決
算
・
監
査

報
告
等

２
０
２
２
年
度

　

理
事
候
補
者
（
案
）、
役
員
・

会
計
監
査
報
告
者
（
案
）、ス
ロ
ー

ガ
ン
（
案
）、
活
動
方
針
（
案
）、

事
業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

２
０
２
２
年
度　

横
浜
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
総
会
開
催

竹原　浩太郎（都筑区茅ケ崎東小学校）
　2022年度の市P連会長を拝命いたし
ました竹原です。この2年間、コロナ禍
によってPTA活動が制限されていました
が、今年度は感染対策を工夫しながら活

動を積極化する年度になるのではないかと思います。
その中では様々な課題が生じることが想定されます。
課題解決のため、市P連の目的の1つであるPTA相互
の取り組みを共有し、活動の活性化を促進する機能を
発揮するべく取り組んで参ります。

新会長あいさつ

　

今
年
度
の
よ
こ
は
ま

フ
ァ
ミ
リ
ー
写
生
大
会
は

前
回
同
様
に
応
募
形
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
わ

た
し
の
か
ぞ
く
・
わ
た
し

の
が
っ
こ
う
・
わ
た
し
の

ま
ち
」
で
あ
り
、
応
募
総

数
約
２
２
０
０
作
品
の
中

か
ら
審
査
さ
れ
、
６
月
11

日
（
土
）
に
横
浜
市
教
育

会
館
に
て
、
横
浜
市
長
賞

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
ご
家

族
の
見
守
る
な
か
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
あ
り
な
が

ら
も
、
誇
ら
し
げ
に
壇
上

に
上
が
り
ま
し
た
。
賞
状

及
び
記
念
品
の
授
与
は
和

や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら

れ
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
賞
受
賞
作

品
は
、準
備
が
で
き
次
第
、

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　

よ
こ
は
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
生
大
会
は
、
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
の
大
切
な
事
業
で
あ
り
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
で
楽
し
く
参
加
し
や

す
い
事
業
と
し
て
、
多
く
の
企
業
や
団
体
の
協
賛
・
後
援
に
よ
り
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
24
日
（
火
）
横
浜
市

小
学
校
図
画
工
作
教
育
研
究

会
の
先
生
方
に
よ
る
審
査
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
浜
市
図
画
工
作
教
育
研
究

会
会
長　
寺
澤
み
ゆ
き
先
生

　
今
年
は
強
い
思
い
を
込
め

て
描
い
て
い
る
児
童
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
家
族
や
身

の
周
り
の
大
事
な
も
の
を
描

い
た
作
品
は
多
い
で
す
ね
。

表
現
に
も
個
性
が
表
れ
て
い

て
、カ
ラ
ー
ペ
ン
だ
っ
た
り
、

絵
の
具
だ
っ
た
り
、
色
鉛
筆

だ
っ
た
り
、
自
分
が
表
現
し

た
い
も
の
に
合
わ
せ
て
画
材

を
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
感

動
し
ま
し
た
。
素
敵
な
時
間

を
あ
り
が
と
う
。

審
査
会
の
コ
メ
ン
ト

　

家
族
の
笑
顔
を
中
心
に
、

近
所
の
お
店
や
公
園
な
ど
を

空
に
上
げ
て
描
い
て
み
ま
し

た
。
色
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
色

え
ん
ぴ
つ
で
描
き
ま
し
た
。

　

学
校
が
楽
し
く
て
、
好
き

な
学
校
と
お
友
だ
ち
、
い
っ

し
ょ
に
学
校
に
行
っ
て
く
れ

る
近
所
の
お
姉
さ
ん
を
描
い

て
み
ま
し
た
。

●
１
年
生 

野
口
真
央
さ
ん

●
３
年
生 

大
倉
華
乃
子
さ
ん

受賞作品＆表彰式

表彰式の様子城郷小学校　２年 青葉台小学校　5年

奈良の丘小学校　4年

秋好　直樹（泉区下和泉小学校）
　おとなも育とう、こどもと共に。PTA
活動は児童生徒の健やかな成長を支える
ことはもちろん、活動に携わる私たちの
成長につながると確信しています。学校

単位のPTA活動がますます充実したものとなることを
お祈り申し上げます。また、今後とも市Ｐ連への変わら
ぬご理解とお力添えを賜れますようお願い申し上げます。

前会長あいさつ

南台小学校　1年 牛久保小学校　3年 篠原西小学校　６年

横浜市長賞

教育長賞

横
浜
市
長
賞 

受
賞
児
童
の
声

〈前列　左から〉
副会長：倉根　美帆（栄区小山台中学校）
会　長：竹原浩太郎（都筑区茅ケ崎東小学校）
副会長：青栁　寛子（磯子区梅林小学校）
副会長：東　　隆幸（特別支援学校部会 盲特別支援学校）

〈後列　左から〉
書　記：筒井　京子（瀬谷区瀬谷中学校）
書　記：白石　洋子（神奈川区錦台中学校）
会　計：宮崎　　亮（都筑区勝田小学校）
会　計：髙杉　陽子（戸塚区豊田中学校）

会計監査
　菅野　陽子（高等学校部会 金沢高等学校）
　植木　直樹（特別支援学校部会 二つ橋高等特別支援学校　副校長）

〈欠席枠〉
書　記：島田　　潤（緑区中山中学校）
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今
年
度
の
受
賞
数
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
多
く
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第39回よこはまファミリー写生大会第39回よこはまファミリー写生大会

　皆さんの絵は、心が温かくなる絵、周りの人を温かくする絵
だと感じました。
　また、一生懸命描いている真剣な表情、出来上がったときの
ホッとした表情を想像するとうれしくなります。
　子どもの絵には一つ一つに物語があり、周りの大人にとって
も宝物になるでしょう。これからも素敵な絵を描いていってく
ださい。

教育委員会事務局 学校教育企画部長 石川様のご挨拶より
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つなげる想い～新しい時代へ



（３）　2022年７月６日 第１７０号（２）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

横浜市PTA連絡協議会　区部P連のご紹介横浜市PTA連絡協議会　区部P連のご紹介
鶴見区

　2021年度の役員交流事業は、自由参加で会長以外の役員
も交流を目指し、「PTAにイノベーションを！」をテーマ
に都内で活躍するNPO法人（公立小学校PTA役員経験者
により設立）代表を講師に招きワークショップを開催。「と
ても参考になった」との意見をいただきました。
　また、スクールゾーンに関
する提案書作成の過程では相
反する意見や事務局内での激
論も生じましたが、それを乗
り越えて一枚岩になれたこと
は鶴見区の宝物だと思います。

栄　区
　PTAと学校や地域との繋がりを大切に連携して活動で
きるように取り組んでいます。月１回の会長会では各学校
と情報交換を軸に研修会やこど
も110番の家の事業を展開して
います。年１回開催の全体研修
会では、子育てや日々の生活に
役立つ内容を検討、昨年度は初
めて会場＋オンラインと見逃し
配信のハイブリッド式で講演会
を開催し、多くの方が参加され
好評をいただきました。

神奈川区
　神奈川区PTA連絡協議会は25校の小中学校で構成され
ています。繁華街、卸売市場、海、川、田畑、市民の森、
競技場、15のステーションを有し、とても住みやすい環境
です。横浜銀行アイスアリーナ
で私たちが毎年開催している親
子アイススケート教室には多く
の親子が参加し大好評です。区
内中学校出身の鍵山優真選手
（北京五輪銀メダリスト）によ
る2019年のスケート教室での模
範演技は私たちの宝物です。

泉　区
　泉区の活動テーマ「ともに歩み　ともに乗り越えよう　
明るい未来のために」を掲げ皆で知恵を出し合い、オンラ
イン会議や人数を抑えての意見交換会を行う等コロナ禍で
も工夫し活動を行いました。
　各ブロックでも多くの活動が再開し、
未来に繋いでいくための努力をしており
ます。
　この２年間ほとんど行えなかった地域
との交流も少しずつ回復できるよう今後
も密に連携を取り合い、記憶に残る活動
を行って参りたいと考えております。

西　区
　西区PTA連絡協議会は加盟校14校（小学校９、中学校５）
の小規模な区です。コロナ禍でも各校同士がコミュニケー
ションアプリやWebを活用する
など積極的な交流や活発な情報交
換を行う工夫をしています。
　「みんなではなすこと」を大切
にしながら、環境の変化に合った
区P連の在り方をこれからも模索
していきます。
　2022スローガンは、「つながろう
　みんな笑顔へキックオフ」です。

瀬谷区
　瀬谷区は、直線３キロに及ぶ海軍道路の桜並木やカワセ
ミが生息する緑や水辺がある自然豊かな区です。
　今年度は、月１回程度役員会を開催して、特にコロナ禍
での各校の感染対策の取り組みや活動について意見交換を
行いました。その中でソーラン節の発表機会がない子ども
たちに対し、瀬谷駅前広場で披露
できるように学校・地域と連携し
発表の場を設けることができまし
た。
　今後も、子どもや瀬谷区の発展
のために活動してまいります。

中　区
　中区では、感染症対策のみならず、共働き世帯が増加す
る昨今においてもPTA活動を持続させるべく、区内の各
校と情報交換をしながら情報通信技術の活用をすすめてい
ます。
　「総会」「幹事校・実務者会議」「中
区教育を語る会」を、ウェブ会議シス
テムや動画配信サービスなどの情報通
信技術を活用しながら実施しました。
多人数が顔を合わせる会合が困難な
中、多くの方にご参加いただき活発な
意見交換を行うことができました。

高等学校部会
　令和３年度の市高P連では２回の研修会を対面にて実施
しました。11月に横浜商業高校講堂に於いて、東洋大学の
SDGsに関する取組みの一環として講師を派遣していた
だけるシステムを利用し環境問題について講演していただ
きました。６月は、横浜市
内に本社を置くチョコレー
トデザイン株式会社様によ
る「チョコレートと企業の
社会的責任」と題したフェ
アトレードについての講演
会を開催しました。

南　区
　南区には大きな商店街が２つありますが、そのうちの弘明寺
商店街と、春に見事な桜が楽しめる大岡川を紹介いたします。
この商店街は横浜最古の寺院「弘明寺」へと続く、誕生の明
治時代から現在までとても賑わう商店街です。特に春の時期
には、大岡川沿いの桜並木がとても綺麗で、桜祭にはたくさん
の露店が並び、多くの人出で賑わいます。大岡川に架かる幾
つもの橋から見る桜の景色にはとても心が癒されます。是非、
皆さんにも楽しんでいただきたいです。
蒔田方面から大岡川沿いのお花見を楽し
み、弘明寺商店街でぶらぶらしながら由
緒あるお寺を参拝するのも良いのでは？

港南区
　港南区では、小学生が登下校をする時間( ８時頃と３時
頃)に、散歩や買い物、家の周りの掃除などで積極的に外
へ出る「港南ひまわり83運動」という子どもを見守る運動
を推進しています。この運動のキャラクターが、イラスト
の「83太郎」です。83太郎の頭には、港南区の花ひまわり
がデザインされ、区民や子どもたちに
親しみを感じさせる可愛らしいキャラ
クターとなっています。見守ってくれ
る地域の方々に、子どもたちが元気に
あいさつをすることで、温かい見守り
の輪が地域全体に広がる運動です。

保土ケ谷区
　区内にある19の小学校と、８の中学校から構成されてい
ます。スローガンに「つながろう保土ケ谷　子どもたちの
未来のために」を掲げ、横のつながりを大切にしています。
　主な活動は、保土ケ谷区だけが唯一開催している、
PTAバレーボール大会。家庭教育学級では、講師をお招
きして講演会を行っていま
す。コロナ禍で活動がままな
らぬ事もありますが、保護者
の皆さまにとって有意義な会
となっており、各校のよりよ
い連携を図っております。

旭　区
　コロナ禍で各校PTA同士の交流の場が減っていたこと
もあり、旭区PTA連絡協議会で昨年度４回開催された理
事会では、多い時には全36小中学校のうち30校もの参加が
ありました。毎回さまざまな質問が途切れることなく飛び
交い、改めて旭区のPTAに対する
意識の高さが伺える有意義な会とな
りました。また総会に於いては、来
年度以降、更に意見交換の場を増や
すため、現在各校２名の代表権を４
名に増やす議案も可決され、今後ま
すます活動の活性化が期待されます。

磯子区
　磯子区PTA連絡協議会は、16の小学校と７つの中学校
で構成されています。主な活動は秋の学校交流会、11月の
インディアカ、１月の研修会です。学校交流会は各校の
PTA役員が役職毎に集まって、様々な意見を交換する事
で他校のPTA活動を知り、問題解決にも役立つ場となっ
ています。インディアカは当協議会最大のイベントで、こ
の日のために練習を重ねて真剣勝
負します。研修会は講師を招いて
有意義な勉強の場となっており、
各活動を通じて他校PTAとの連
携と親睦を図っています。

金沢区
　金沢区PTA連絡協議会は、現在32校の小中学校で活動
しております。横浜市の一番南に位置し、海や山に囲まれ
風光明媚な区です。
　皆さまもご存じの「八景島」や「金沢自然公園・金沢動
物園」なども四季を通じて賑わっています。
　昨年度は「情熱～輝く未来に向かって羽ばたこう～」を
スローガンに掲げており、コロナ
禍においてもPTA会員の皆さま
が積極的に子ども達のために活動
をおこなってきました。今年度も
よろしくお願いいたします。

港北区
　港北区では、コロナ禍でも親子で参加できる実験講座や
キャリア教育講座を始め、手品や抽選会等のオンライン
フェスを開催し、笑顔で交流することが出来ました。
　また来年の３月には、相鉄・東急直通線が開業される予
定で「新綱島」という新し
い駅も出来ます。それに伴
い商業施設や住宅等の建設
も進められているので、既
存の街並みと新しい街並み
の融合を楽しみにしていま
す。

緑　区
　緑にあふれた町、折々の季節を彩る四季の森公園の広大な敷地
には、子供たちの声が響き渡ります。緑区では、各校の役員・委
員の皆さんが前向きに取り組めるよう努めています。最近のコロ
ナ禍や、共働き世帯が増えている中、従来通りのPTA活動が難し
くなり、規模縮小や改革を検討する学校もあります。令和３年度は、
このような状況でも「できることをやろう」と検討をし、「指導者
研修会全体会」のオンライン開催にチャレンジし
ました。また、学校規模別のグループ討議により、
課題や悩みを気軽に相談し、前向きに解決の道を
話し合う機会を設けました。今後もPTAの役割や
あり方を共有できる場づくりに努めていきます。

青葉区
　青葉区は、ZOOMやLINE、YouTubeを最大限に活用し、
コロナ禍でも活動を続けてきました。その結果、役員の活
動負担を大幅に軽減することに繋がり、保護者に活動内容
をより分かりやすく伝えられる環境にすることもできまし
た。これからも変化をおそれ
ず、その時代のライフスタイ
ルにより添っていきたいで
す。こどもの国をはじめとし
て公園や緑の多い魅力あふれ
る青葉区と共に、PTA活動
を進めていきます。

都筑区
　都筑区PTA連絡協議会は、毎月、理事会（会長会）を
開催しています。小・中学校部会では、地域事業や防犯な
どについて積極的な情報交換を行い、有益な会となってい
ます。主に、講習会の企画、PTA活動の課題の共有、防
災備品の管理などを行い、より充実した学校生活となるよ
う取り組んでいます。昨年度の
オンライン講習会では、900名
を超える申し込みをいただきま
した。会長同士の団結力が、各
校PTAを通して保護者に伝
わった結果だと思っています。

戸塚区
　戸塚区では34校の単位PTAを４つのブロックに分けて、
会長や役員のみなさんの意見交換や情報交換などを行って
います。また12月には全体会と称して、講師の先生をお招
きして講演会を毎年実施しています。コロナ禍でもPTA
の活動を絶やすことのない
ようコミュニケーションア
プリを導入し、活発な意見
交換を行いました。また全
体会もオンライン配信に取
り組むなど、新しいことに
もチャレンジしています。

特別支援学校部会
　特別支援学校部会は、視覚、聴覚、知的、肢体不自由、
病弱の13校で構成されています。年４回の理事会の他に、
分科会、講演会を企画し、部会便りを発行しています。ま
た、各校からの要望書をとりまとめ、教育委員会へ提出し、
回答をいただいています。要望書は各校がさらにお互いの
置かれた状況を知る一助に
もなっています。13校あわ
せても、在籍児童生徒約
1400名と小さな部会ではあ
りますが、各校PTAが連
携し活動を続けています。



　
◉
平
戸
小
学
校
（
戸
塚
区)

　
「
な
し
の
実
」

　
印
刷
以
外
の
工
程
を
全
て
手
作

り
し
て
い
る
が
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン

も
内
容
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
。「
卒
業
記
念
号
」
に
は
全
６

年
生
の
顔
イ
ラ
ス
ト
と
「
頑
張
っ

た
こ
と
」
を
掲
載
。
一
人
一
人
の

個
性
が
見

え
、
読
み

返
す
た
び

に
思
い
出

が
よ
み
が

え
る
。

◉
折
本
小
学
校(

都
筑
区)

　
「
お
り
も
と
」

　
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
デ
ザ
イ

ン
が
素
晴
ら
し
い
。
愛
ら
し
い
イ

ラ
ス
ト
を
ち
り
ば
め
、
抜
群
の
読

み
や
す
さ
を
実
現
し
た
。
教
職
員

紹
介
は
、
被
写
体
の
ポ
ー
ズ
と
質

問
内
容
に
こ
だ
わ
っ
て
先
生
た
ち

の
個
性
を

引
き
出
し

て
い
る
。

◉
勝
田
小
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
さ
わ
や
か
勝
田
」

　
運
動
会
を
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ

ク
風
レ
イ
ア
ウ
ト
で
紹
介
し
た
の

は
好
ア
イ
デ
ア
。
躍
動
感
を
巧
み

に
表
現
し
、
特
集
４
ペ
ー
ジ
を
一

気
に
読
ま
せ
る
。
外
国
人
保
護
者

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
記
事

は
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
を

併
記
し
、

個
性
を
際

立
た
せ
て

い
る
。

◉
中
丸
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
広
報
な
か
ま
る
」

　
運
動
会
レ
ポ
ー
ト
や
校
長
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
多
彩
な
企
画
を
掲

載
し
た「
５０
周
年
メ
イ
キ
ン
グ
号
」

の
出
来
が
素
晴
ら
し
い
。
各
ペ
ー

ジ
に
文
字
や
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を

詰
め
込
ん
で
い
る
が
、
巧
み
な
レ

イ
ア
ウ
ト

で
読
み
や

す
く
、
見

や
す
く
仕

上
げ
た
。

◉
荏
田
南
小
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
ス
ク
ラ
ム
」

　
表
紙
も
含
め
４
ペ
ー
ジ
と
分
量

は
少
な
い
が
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
に
使
う
ア
イ
デ
ア
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。「
給
食
特
集
号
」

は
表
紙
に
１５
種
の
メ
ニ
ュ
ー
写
真

を
一
覧
で
掲
載
。
仕
切
り
線
を
巧

み
に
配
し

て
読
み
や

す
く
ま
と

め
た
。

◉
西
谷
中
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
西
谷
中
」

　

年
一
回
発
行
し
て
い
る
全
２０

ペ
ー
ジ
の
力
作
。
ど
の
ペ
ー
ジ
の

写
真
も
良
い
構
図
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
記
事
は
特
に
、
購
買
部
に

４０
年
勤
め
る
女
性
の
特
集
が
読
ま

せ
る
。
全
４
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
学

校
や
購
買
部
の
歩
み
だ
け
で
な

く
、
そ
の

人
の
人
生

も
振
り

返
っ
た
。

◉
中
和
田
中
学
校
（
泉
区
）

　
「NAKAW

ADA School life!

」

　
「
教
職
員
・
部
活
紹
介
号
」
は

す
っ
き
り
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
一

貫
性
が
高
く
、
見
や
す
い
。
体
育

祭
と
文
化
発
表
会
な
ど
を
取
り
上

げ
た
「Special 

合
併
号
」
の
東

京
五
輪
レ
ス
リ
ン
グ
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

は
読
み
応

え
十
分
。

◉
六
角
橋
中
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
六
中
」

　
写
真
を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
大

半
を
一
人
一
人
の
表
情
が
分
か
る

サ
イ
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
た
め
、

活
力
あ
る
学
校
の
日
常
が
伝
わ

る
。「
卒
業
お
め
で
と
う
号
」
は

ペ
ー
ジ
ご
と
に
ク
ラ
ス
集
合
写
真

を
２
枚
載

せ
、
ミ
ニ

卒
業
ア
ル

バ
ム
の
よ

う
に
仕
上

げ
た
。

◉�

横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校
（
高
校
）

　
「
Ｙ
Ｓ
Ｆ

－

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　
「
学
校
行
事
特
別
号
」
は
付
属

中
学
を
含
め
多
彩
な
情
報
を
掲
載

し
て
い
る
が
、
テ
ー
マ
毎
に
色
使

い
を
変
え
て
い
て
読
み
や
す
い
。

「
教
職
員
紹
介
特
集
号
」
は
施
設

紹
介
の
ペ
ー
ジ
が
良
い
。
特
徴
の

あ
る
施
設

を
１
ペ
ー

ジ
に
分
か

り
や
す
く

ま
と
め
た
。

◉�

港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校

　
（
特
別
支
援
）

　
「
み
ど
り
の
風
」

　
「
開
校
５０
周
年
記
念
号
」
は
学

内
報
の
域
を
超
え
、
障
が
い
を
持

つ
人
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
多
様
な
障
が

い
の
特
徴
や
接
し
方
を
平
易
に
説

明
。
父
母
や
兄
弟
の
手
記
は
、
家

族
の
日
常

と
心
の
内

を
伝
え
て

い
る
。

『
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
課
題
』

令
和
４
年
度

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
任
役
員
研
修
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

●
受
賞
校
と
作
品
講
評

　

令
和
３
年
度
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
63
校
の

作
品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
10
作
品
は
、
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
「
全
国
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　令和4年度横浜市PTA新
任役員研修会〈第2部〉オ
ンライン研修会が開催され
ました。

　第一章横浜市教育委員会
による講話では、「家庭・
地域・学校のよりよい連携、
協働を目指して」です。
①�横浜の概況（学校数、児童生徒数）
②�横浜が目指す子ども（横浜市の教育の動向）（横浜
教育ビジョン2030）

③�これからの地域と学校の連携、協働のあり方
　�PTAと学校の円滑な連携に向けてのお話もありました。

　第二章は、PTAの豆知識です。
①�横浜市PTAの基本情報
②�PTA組織の任意性について
③�PTA活動における個人情報の取り扱いについて
　横浜市PTAの様々な情報が伝えられました。

　

４
月
18
日
、
関
内
ホ
ー
ル
に

て
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
任
役
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０

名
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
任
役
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
一
章
は
『
未
来
の
創
り
手

と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
大
人
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
で
き
る
こ
と
』を
テ
ー
マ
に
、

神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
、
近

藤
昭
一
先
生
を
お
迎
え
し
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
代
の
子

ど
も
た
ち
の
抱
え
る
様
々
な
課

題
と
、
地
域
・
家
庭
の
役
割
に

つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
続
い
て
第

二
章
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
経
験

者
に
よ
る
活
動
事
例
紹
介
、
第

三
章
で
参
加
者
同
士
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
章
は
近
藤
昭
一
先
生
か

ら
、
子
ど
も
・
若
者
の
ネ
ッ
ト

事
情
と
そ
こ
か
ら
見
え
る
課
題

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
い
じ
め

や
犯
罪
の
被
害
、
ネ
ッ
ト
依
存

に
よ
り
、
人
と
の
関
わ
り
が
遠

の
い
て
い
く
な
ど
の
悪
影
響
も

あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ホ
で
知
り

え
る
沢
山
の
情
報
は
、
豊
富
な

知
識
を
簡
単
な
操
作
で
無
限
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
決
し
て

ス
マ
ホ
が
悪
い
わ
け
で
は
な

い
!
」

　

ま
た
、「
昔
は
、
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
と
の
関

り
や
交
流
が
も
っ
と
充
実
し
て

い
た
」
と
の
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

現
代
は
、
家
庭
や
地
域
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
と
人
と
の

関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
は
多
く
の
保
護
者
が
感

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
で
き
る
事
を
考
え
る
の
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
大
き
な
課
題

で
す
。

　

第
二
章
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

事
例
と
し
て
、
竹
原
浩
太
郎
さ

ん
、
村
田
晴
子
さ
ん
、
江
川
由

紀
子
さ
ん
、
菅
野
陽
子
さ
ん
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
菅
野
さ
ん
の
お
話
で
は
、

金
沢
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
に
関
心
を

持
ち
、
学
校
へ
の
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
特
色
と
し

て
、
保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
、

自
身
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考

え
る
き
っ
か
け
を
創
成
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
活

動
を
通
じ
て
同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
友
人
と
の
出
会
い
の

場
、
ま
た
新
た
な
情
報
を
得
る

場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

『
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
保
護
者
の
部
活
動

で
す
!
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
と
て
も
印
象
に
残
る
内
容
で

し
た
。

　

第
三
章
は
、
参
加
者
同
士
の

意
見
交
換
で
し
た
。
多
く
の
保

護
者
と
お
話
が
で
き
て
、
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

＼第2部／オンライン研修会

◎
中
田
小
学
校�

（
泉
区
）

◎
森
の
台
小
学
校�

（
緑
区
）

◎
並
木
中
央
小
学
校�

（
金
沢
区
）

◎
富
士
見
台
小
学
校�

（
西
区
）

◎
桜
岡
小
学
校�

（
港
南
区
）

◎
本
町
小
学
校�

（
中
区
）

◎
日
限
山
中
学
校�

（
港
南
区
）

◎
義
務
教
育
学
校
西
金
沢
学
園
（
金
沢
区
）

◎
浜
中
学
校�

（
磯
子
区
）

◎
潮
田
中
学
校�

（
鶴
見
区
）

◎
金
沢
高
等
学
校�

（
高
校
）

　
各
区
部
か
ら
推
薦
さ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

駒
林
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
港
北
区
）

新
吉
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
港
北
区
）

白
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
旭
区
）

松
本
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
神
奈
川
区
）

中
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
旭
区
）

さ
ち
が
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
旭
区
）

本
郷
小
学
校
保
護
者
と
教
職
員
の
会

�

（
栄
区
）

南
神
大
寺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
神
奈
川
区
）

汲
沢
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

（
泉
区
）

盲
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
特
別
支
援
）

　170号発行にあたり、ご尽力頂いた皆さまに感謝
いたします。
　昨年度の広報委員会は、新型コロナウイルスの影
響で初会合が今年の1月となりました。慣れない作
業への不安もありましたが、LINE WORKSを活用
して集まる時間を最小限にし、各区部協力のもと紙
面作りを行いました。
　今回私は、区部紹介の写真撮影のため区内を散策
してみました。長年住んでいるわが町にも知らない
道があったり、子どもが小さい頃の思い出が蘇る場
所もあり身近なところで小旅行のような気分を味わ
いました。
　気になる記事はありましたか。皆さまに横浜市
PTAの活動を少しでも知っていただけたら嬉しい
です。
　学校の日常も戻りつつあります。子ども達が充実
した日々を過ごせるよう願っています。� Ａ・Ｒ
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企
画
・
撮
影
か
ら
入
稿
・
配
布
ま
で
自

ら
手
掛
け
て
年
６
回
も
発
行
し
、
高
い
ク

オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
る
。
特
に
写
真

と
レ
イ
ア
ウ
ト
が
秀
逸
。「
卒
業
記
念
号
」

は
全
６
年
生
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
見
や

す
く
配
置
し
、
一
人
一
人
の
個
性
が
伝
わ

る
。「
保
護
者
活
動
特
集
号
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
号
」
に
は
学
校
に
関
わ
る
全
て
の
人
を

つ
な
げ
た
い
と
い
う
作
り
手
の
情
熱
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
広
報
委
員
長
賞
の
テ
ー
マ
は

〈
魅
力
あ
る
表
紙
〉。
学
校
名
フ
ォ
ン
ト
の

力
強
さ
に
合
わ
せ
て
、
背
景
色
・
写
真
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
す
ば
ら
し
く
、
生
徒
の
躍

動
感
も
プ
ラ
ス
さ
れ
た
こ
と
で
思
わ
ず
手

に
取
る
広
報
紙
と
な
っ
た
。

あ
か
ね
台
中
学
校
（
青
葉
区
）

「
あ
か
ね
台
」

幸
ケ
谷
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

「
こ
う
が
や
」

令
和
３
年
度
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